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４０
年
以
上
前
か
ら
茅
葺
き
の
仕
事
を
し
て
い
る
本
田
末
保
さ
ん

は
、
こ
れ
ま
で
県
内
外
数
多
く
の
家
を
手
掛
け
、
最
近
で
は
文
化

財
建
造
物
の
葺
き
替
え
も
行
う
な
ど
、
貴
重
な
文
化
財
を
支
え
る

名
匠
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

戦
前
ま
で
日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
る
こ
と
が
で
き
た

「茅

葺
き
屋
根
」
で
す
が
、
高
度
経
済
成
長
を
と
げ
、
新
建
材
に
よ
る

家
づ
く
り
が
主
流
に
な
る
と
急
速
に
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。
現

在
で
は
、
一矛
の
調
達
の
問
題
や
後
継
者
不
足
な
ど
で
茅
葺
き
と
い

う
伝
統
技
術
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

７８
歳
の
今
で
も
屋
根
に
上
り
、
お
孫
さ
ん
た
ち
に
茅
葺
き
の
技

術
を
継
承
し
て
い
る
本
田
さ
ん
。
他
に
も
小

・
中
学
校
で
の
竹
細

工
継
承
や
南
阿
蘇
休
暇
村
で
の
切
干
し
大
根
づ
く
り
実
演

・
体
験

会
に
講
師
で
招
か
れ
た
り
と
、
大
忙
し
の
毎
日
を
送
つ
て
い
ま
す
。

町 の 匠
本田 末保さん (上色見・洗川)
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中村 久美さん

″

高森・下町 26歳

●お仕事

医療事務をしています。

●趣味
スノーボー ド。ライブ

に行 くこと。

●一番やりたいこと

北海道でスノボ三昧。

●理想のタイプ

礼儀正しい人、 高倉健。

可歳   .・ ■_■|

泣いた り、笑ったり毎 [1大忙 しで

す.今の一番の楽 しみは歩くこと

です.
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徳丸 新悟さん

美樹さん
(上色見・洗川)
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「
口PTの匠」を1年間掲載しました。素晴らしい作品や匠の

1 1‖ J技や知恵を数多く拝見しましたが、その陰には、たゆ

まぬ努力やその作品にかける思い、また次代へ受け継いでいこ

うという思いがあることを感じました。今後ますますのご活躍を

期待します。

さて、早いものでもう師走。 1年 を締めくくるにふさわしい月

になるよう、充実した年末をお過ごしください。

鴎 高森町の人口の動き
世帯数/2,708戸 (+2)
男 :3,595人 (-5)/女 :3,973人 (-5)
総 数/7,568人 (-10)
(平成 17年 10月 31日 現在 )

高森町マスコット

‖o"556平成17年 12月 5日発行
発行/高森町役場 編集/企画財政課
〒869-1602 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地
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朋・朋勝館     林 ・林業総合センター

温・嵩森温泉館   中・高森中木」〕学校
芙 …芙蓉館     上 ・上町集会所

第5回 すまいるフェスタinたかもり

笑顔あふれる町づくりを目指し
素晴らしい文化作品を鑑

賞する笑顔、健康に過ごす

笑顔、あらゆる差別をなく

し人権が尊重される笑顔、

そんな笑顔あふれる町づ く

りを目指そうと、文化祭、

健康づ くり推進大会、人権

啓発フェスティバルを合同

で行う「すまいるフェスタ

inたかもり」が高森中学校

で開催されました。

●  1日 目は舞踊や健康体操、

バレエなどが行われ、 2日

日は人権劇や人権作文など

が発表 されました。 また、

写真や生花、盆栽などたく

さんの出展 もあり、たいへ

●

●

ん充実 した 2日 間でした。 |

ふれあいコンサー ト「第28回

高森町民音楽祭」が高森中央小

学校体育館で開催されました。

この音楽祭は「自分たちででき

ることは自分たちで」をモットー

に、『出演者 =ス タッフ』という精

神でスポンサー協力のもと、企

画構成から準備、実行、音響、

照明、後片付けまで皆の力 を合

わせてつくり上げています。

今年は10団 体、 9個 人の出

演があり、合唱や器楽などを披

露。日頃の練習の成果が十分に

発揮された晴れの舞台に、会場

から惜 しみない拍手が送られて

いました。

【出演団体・個人紹介】

◎ F・ F・ B◎高森保育園◎阿蘇琴遊会高森教室◎森のこえ◎高森中央小学校◎高森中学校選択音楽合唱団◎高森中学

校3年生◎高森幼稚園◎ゲストコーナー (山本ちづる、山内紀子)◎エレクトーン演奏 (寺崎薫・本田愛香・高倉優希・

大寺由紀・佐伯侑香、高倉翔太・高倉恵美)◎はなしのぶコーラス◎高森中学校吹奏楽部◎司会 (岩下昭久・中川弥生)

●

[住 所]

高 森・昭 和

永野原,大楢木

津 留・上 町

色 見・ 山鳥

尾 下・大 畑

[死亡者]

西堀 文一

工藤今朝俊

甲斐 若喜

丹  キス

岩下ハツヨ

[御遺族]

西堀 悌子

工藤 西男

甲斐ヤス子

丹  秀人

岩下 光則

おくヤ乃もうにあげ
｀
ます

2005年 10月 受付分 (敬称略)

ありが
｀
どうよ熟 ま`にブ((敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し>甲斐ヤス子 岩下 光則

工藤 西男

<一般寄付>役場職員バザー益金

■町体育協会ヘ

<香典返し>山村 貞子

[年齢]
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役場支払日

12/1
媚
暑
饉

どぎゃん会/鯛
9:30～

機能訓練あゆみ会/
満融 13:30～

高森温泉館休館日

/温
法律・消費者相談/
笑  13:00～
土地・建物相談/
芙  13:00～

宣2
育児・児童相談/
芙 13:00～

′〕」
蝙蝙

年末警戒 年末警戒 年末警戒

争熙
轟薦亀♂

役場支払 日

献血/林
9:30^´
年金相談/林
10:00～ 15:00

盆7

成人式/林
10:00^V

Ｆ
琲 7

|

′

/
哺
鬱
董

暑綾
万年青会/上
10:00～

行 政相談 /実
13:00～

4桑中
どぎゃん会/朋
9:30～

消防出初め式/
中 9:00～
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第28回 高森町民音楽祭 練 習 の 成 果 を 披 露
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年
末
年
始
の
朋
遊
館
の
営
業

は
、

１２
月
２３
日

（金
）
ま
で
に
受
け
付
け
た

分
ま
で
を
年
内
に
汲
み
取
り
し
ま
す
。

ま
た
、
年
始
に

つ
い
て
は
１
月
５
日

（木
）
か
ら
実
施
し
ま
す
。
お
早
め
の
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

櫂
お
問
い
合
わ
せ
先

大
阿
蘇
清
掃
社

ＴＥＬ

０

９

６

１

２

７

９

‐

３

２

２

０

年
末
年
始
の
火
葬
場
の
業
務

年
末
年
始
の
南
阿
蘇
霊
照
苑
の
火
葬
業

務
に
つ
い
て
、
１
月
１
日

（日
）
は
受
付

の
み
で
火
葬
業
務
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

懸
お
問
い
合
わ
せ
先

南
阿
蘇
霊
照
苑

ＴＥＬ

６

２

１

９

９

６

４

献

血

移
動
献
血
車
が
来
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
１２
月
２６
日

（月
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

１２
時
３０
分
～
１６
時

○
場
　
所
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

■
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
保
健
推
進
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
５
）

平
成
１８
年
度

新
入
学
児
童
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈

高
森
町
で
は
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
と

少
子
化
対
策
の

一
環
と
し
て
新
入
学
児
童

ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
を
行

っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
も
小
学
校
新
入
生
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
各
家
庭
で
の
購
入
は

さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
配
付
は
平
成
１８
年
３
月
中
旬
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

Ｌ
お
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
福
祉
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
１
２
１
）

広
報
郵
送
料
の
ご

お
願
い
し
ま
す

協
力
を

本
誌
は
毎
月
３
，
３
０
０
部
を
印
刷
し
、

町
内
配
布
と
共
に
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

の
高
森
出
身
の
皆
さ
ま
に
も
お
送
り
し
て

「
ふ
る
さ
と
の
便
り
」
と
し
て
ご
愛
読
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

本

誌

は
郵

送

の
場

合
、

ｌ

ヶ
月

に

１
４
０
円
か
か
り
ま
す
。
（広
報
誌
代
は
別
）

引
き
続
き
、
現
金

（小
為
替
な
ど
）
や
、

９０
円
以
下
の
少
額
切
手
で
１
年
分
程
度
の

ご
寄
付
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

雪
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

■
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
１
２
）

朋
遊
館
は
、
年
末
年
始
も
通
常
ど
お
り

営
業
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
入
浴
時
間

午
後
４
時
～
午
後
９
時

○
休
館
日

月
曜
日
、
本
曜
日

０
１２
月
２３
日
（金
）
・
２４
日
（土
）

（午
前
８
時
３０
分
～
午
前
１１
時
３０
分
）

０
１２
月
２５
日
（日
）

休
み

０
１２
月
２６
日
（月
）
～
２９
（本
）

通
常
業
務

（午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

０
１２
月
３０
日
（金
）

（午
前
８
時
３０
分
～
午
前
１１
時
３０
分
）

０
１２
月
３１
日
（土
）
～
１
月
３
日
（火
）

休
み

０
１
月
４
日
（水
）
～

通
常
業
務

（午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

※
粗
大
ご
み
戸
別
収
集
は
、

１２
月
２２
日
（木
）

の
受
付
分
ま
で
と
し
ま
す
。

鰈
お
問
い
合
わ
せ
先

南
部
中
継
基
地

ＴＥＬ

６

２

‐

０

７

１

９

年
ク甲ヽ
年
始
の
.口゛

し

み
収
4=
ヨ●●

年
末
年
始
の
し
尿
汲
み
取
り

年
末
の
し
尿
汲
み
取
り
業
務
に
つ
い
て

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
囲
６
２
‐
１
１
１
１
　
囲
６
２
‐
１
１
７
４

【クリスマスツリー出展者紹介】(順不同)

あそ和楽グループホーム、第二桜ヶ丘保育

園 (熊 本市 )、 熊本県ユースホステル協会、

特別養護老人ホーム陽の丘荘 (南 阿蘇村 )、

高森田楽村、高森石油、福永測量設計、ツツ

ミ薬局、高森中学校、やまびこ樹園、南阿蘇

根子岳ファーム、高森東中学校、おやど灯

里、富士造 園土木、青山製作所熊本工場、

早川製作所熊本工場、伊澤製作所熊本工

場、高梢、阿蘇森林組合高森支所、そば処

慶恩、RKKメディアプランニング(熊本市)、

Sm‖e heart(富 合町)、 JA阿蘇高森中央

支所、特別養護老人ホーム梅香苑、たかも

り花高原、西部開発 (南阿蘇村)、 平田電工、

高森幼稚園、花朋、高森寮、高森町商工会、

南阿蘇訪問介護事業企業組合、奥阿蘇物産

館、山見茶屋、阿蘇観光タクシー、南阿蘇鉄

道、食膳渡辺、熊本県信用組合高森支店、平

田医院、岩下りんどう園、体暇村南阿蘇、高

森保育園、草部保育園、野尻・草北・河原保

育園、色見保育園、高森東小学校、高森町社

会福祉協議会、高森中央小共同調理場、子

育てサークル、ひゆがや、観光協会・森の風

第3回 高森湧水トンネルクリスマスファンタジー

ツリーと湧水の幻想的な光の世界

11月 12日 から高森湧水 トンネル公園で「第 3回 クリス

マスファンタジー」が開催されています。

これは、冬の トンネルの有効利用と暖かさを多 くの人に

知ってもらおうと行われているもので、 トンネル内には高

さ2.5傷のクリスマスツリー 51基が展示されています。

クリスマスファンタジーは 12月 31日 まで開催され、12

月24日 と25日 は午後 8時まで夜間開放されます。

アコーディオン、キーボー ド、バスマスターで「2

つのロンド」を演奏し、見事金賞に輝きました。6

年生は「とてもうれしかった」と感想を述べ、4・ 5

年生は「来年は最優秀賞をとりたい」と意気込んで

いました。

●   ●

●   ●

24時間電話を通 して健康をお届けします。
魃月曜 日

◎12月のテーマ  蝙彙離
インフルエンザ

手のふるえ

粽水曜 日
脳梗塞

儡ホ 曜 日

_、  予防歯科 について

''諫 金曜 日   
｀

1‐ 漑重滉1晃轟不rか
ゆみ

性教育シリーズ②

12月 11日

12月 18日

12月 23日

12月 25日

1月 1日

1月 2日

1月 3日

1月 8日

1月 9日

南郷谷整形外科医院

平 田 医 院

馬 原 内科 医 院

T肌 62-3351

T肌 62-0216

TE1 62-0646

TEL 68-0111

TEL 62-0378

TEL 62-3351

TEL 67-1777

TEL 67-0019

TEL 68-0111

院
院
断
科
院
院

病
医
帰
内
医
病

形

野

崎

還

辺

藤

野

ク
年

立
寺
酬
渡
後
立

熊本県立劇場コンサー トホールで「RKK器楽合

奏コンクール」が開催され、高森中央小学校音楽部

が小学校 Cの部 (15人以下)で金賞を受賞 しました。

小学校 Cの部には25校が出場。昨年銀賞を受賞 し

た高森中央小学校音楽部は、 4・ 5・ 6年生13人が

本
‐６９

熊
０

ｒ
『

18

国民健康保険税第 8期 の納期限は12月 26日 (月 )です/高森町役場税務課
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の部で金賞中央小学校音楽部 RK

診療は午前9時から午後5時 まで
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熊本県農業功労者表彰

本 田 澄 子 さ ん
(上 色 見

口

洗 川 )

本田澄子さんが平成17年度熊本県農業功労者表彰

を受賞しました。

本田さんは、生活改善グループ「やわらぎ会」を

設立し、その会長として郷土料理の技術普及、高森

田楽料理の継承等の活動を行い、農業や地域振興に

大きく貢献しました。

本田さんは「家族の支えや協力で受賞できたと思

います」と話していました。

中村孝明さんディナートークショー

鉄人の味を堪能
第2代「和の鉄人」こと中村孝明さんによるデイ

ナートークショーが山見茶屋で開催されました。

これは、高森商店会が商店街の活性化につなげ

ようと開催したもので、中元大売出しに当たった

30人 を招待。参加者は「山海のめ ぐみ」や「フォ

アグラ茶碗蒸 しフカヒレあんかけ」、「肥後の赤牛

変 リステーキ」など全11品 を、料理の説明を聞き

ながらおいしそうに食べていました。

100歳おめでとうございます

渡 辺 シズ エ さん (矢津田・赤羽根)

ハ年 6月 に満100歳 を迎えた渡辺シズエさんを藤

本町長が表敬訪問しました。

入所先の梅香苑で内閣総理大臣からの祝状 と町か

らの表彰状、記念品が贈呈され、めでたく100歳 の

長寿を祝いました。

渡辺さんは明治38年 生まれ。明治、大正、昭和、

平成と1世紀もの人生を歩いてこられ、現在でもご壮

健。ご家族や梅香苑職員もたいへん喜んでいました。

これからも健康で元気にお過ごしください。

全国大会で大活躍

瀬 田 博 さん (河原・市野尾)

11月 5日 から岡山県で行われた「第5回全国障害者

スポーツ大会～輝いて |お かやま大会～」に熊本県代

表として出場した瀬田博さんが、砲丸投げで金メグル、

ソフトボール投げで銅メダルに輝きました。

また、瀬田さんは10月 28日 から山口県で行われた「第

28回全国障害者技能競技大会～技能維新 |き らら山口

2005」 でも家具競技で努力賞を受賞しました。

●   ●

●   ●
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統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調
査
を

平
成
１７
年
１２
月
３１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む
す

べ
て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
調
査
し
ま
す
。

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し
て
利

用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大
学
な
ど

で
の
研
究
資
料
、
小

・
中

・
高
等
学
校
の

教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
ご
提
出

い
た
だ
く
調
査
票

に
つ
い
て
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内

容
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

跛
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
課
企
画
係

ＴＥＬ
６
２
‐
１
１
１
１

（内
線
２
１
２
）

県
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
受
け
ら
れ

る
医
療
の
実
現
、
ま
た
、
医
療
機
関
に
お

け
る
患
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
の
質
の

向
上
を
目
指
し
て
、
医
療
に
関
す
る
患
者

や
家
族
か
ら
の
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
る

「医
療
安
全
相
談
窓
口
」
を
次
の
と
お
り
設

置
し
て
い
ま
す
。
平
成
１６
年
度
で
は
、
約

４
０
０
件
の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

ご
相
談
に
は
看
護
師
及
び
担
当
の
職
員

が
対
応
し
、
必
要
に
応
じ
て
医
療
機
関
へ
の

事
実
確
認
や
情
報
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
医
療
に
関
す
る
相
談
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
保
健
所
に
お
い
て
も
従
来
ど

お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
設
置
場
所

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
１８
番
１
号

熊
本
県
健
康
福
祉
部
地
域
医
療
推
進
課
内

（県
庁
新
館
３
階
）

Ｌ
０
９
６
‐
３
８
３
‐
７
０
２
０
（直
通
）

Ｆ
Ａｘ

０

９

６

‐
３

８

５

‐
１

７

５

４

電
子
メ
ー
ル

Ｌ
辞
一キ
く
ｏ
⊆
⑤
り
お
い
Ｆ
ｃ
８
”
日
ｏ
一ｏ
一”
ピ

○
受
付
日

月
曜
日
～
金
曜
日

（休
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
日
）

○
受
付
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
受
付
体
制

医
療
安
全
相
談
員
及
び
地
域
医
療
推
進

課
職
員

○
相
談
内
容

医
療
に
関
す
る
患
者
や
そ
の
家
族
か
ら

の
相
談
等

○
貸
付
対
象
者

林
業
ま
た
は
木
材
産
業
従
事
者
た
る
個

人
、
法
人
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
者
が
組

織
す
る
団
体
で
す
。

○
貸
付
限
度

貸
付
金

の
合
計

の
限
度
額
は
、
個
人

１
，
５
０
０
万
円
、
会
社
３
，
０
０
０
万

円
、
会
社
以
外
の
団
体
５
，
０
０
０
万

円
で
す
。

○
償
還
方
法

年
賦
均
等
払
い
で
す
。

○
償
還
期
間

原
則
１０
年

（据
置
３
年
以
内
含
む
）
以
内

で
す
。

饉
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
阿
蘇
地
域
振
興
局
林
務
課

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

１

１

１

１

１

（内
線
３
６
１
）

付
し
た
金
額
の
１
０
０
％
ま
た
は
４０
％

を
事
業
主
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
ｃ

蒻
お
問
い
合
わ
せ
先

労
働
保
険

・
労
災
保
険
加
入
手
続
き

熊
本
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

ＴＥＬ

０

９

６

‐
２

１

１

‐

１

７

０

２

費
用
徴
収
制
度

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
労
災
補
償
課

ＴＥＬ

０

９

６

‐
３

５

５

‐

３

１

８

３

計
森
温
泉
館
の
営
業

高
森
温
泉
館
で
は
、

１２
月
３１
日

（土
）

か
ら
１
月
３
日

（火
）
ま
で
営
業
時
間

を
変
更
し
ま
す
。

○
入
浴
時
間

１２
月
３１
日

（土
）

午
前
１０
時
～
午
後
６
時

１
月
１
日

（日
）
～
１
月
３
日

（火
）

午
前
１０
時
～
午
後
８
時

１
月
４
日

（水
）
～

通
常
業
務

（午
前
１０
時
～
午
後
１０
時
）

※
１
月
１
日
（日
）
は
午
前
１０
時
か
ら
開
運

そ
ば
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
（
１
０
０
食
）
、

正
午
か
ら
前
原
仁
田
神
社
獅
子
舞
を
披

露
し
ま
す
。　
皆
さ
ま
方
の
ご
来
館
を

心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

は
お
問
い
合
わ
せ
先

高
森
温
泉
館

ＴＥＬ

６

２

‐

２

６

２

６

（無
利
子
）
貸
付

熊
本
県
で
は
、
林
業

・
製
材
業
者
な
ど

の
皆
さ
ま
向
け
に
林
業

・
木
材
産
業
改
善

資
金
の
貸
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

に
対
す
る
費
用
徴
収
制
度
が
強

化

さ

れ
ま

し
た

労
働
者
を
１
人
で
も
雇

っ
て
い
る
事
業

主
は
、
労
災
保
険
の
加
入
手
続
き
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
１７
年
１１
月
１
日
か
ら
、
労
災
保
険

未
加
入
の
事
業
主
に
対
す
る
費
用
徴
収
制

度
が
強
化
さ
れ
、
事
業
主
が
労
災
保
険
の

加
入
手
続
き
を
怠

っ
て
い
た
期
間
中
に
労

災
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
遡
っ
て
保
険

料
を
徴
収
す
る
他
に
、
労
災
保
険
か
ら
給

町県民税第 3期の納期限は 12月 26日 (月 )です/高森町役場税務課
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葉
を
落
と

キ
さ

く
に
見
え
る
阿

の
懐

に
抱
き
か
か

此
処
は
高
千
穂
、
神
々
の

私
達
の
有
り
よ
う
を
論
す
か
の
、

自
然
の
造
形
こ
そ
が
、
神
を
招
く

に
絶
対
で
あ

っ
た
と
、
こ
の
地
に

立
て
ば
の
し
か
か

っ
て
く
る
か
の

様
に
、
教
え
ら
れ
ま
す
。

自
然
界
の
造
形
、
そ
し
て
火
を

噴
く
阿
蘇
の
山
々
を
望
め
る
。
高

千
穂
が
高
千
穂
で
あ
る
由
縁
は
、

火
を
噴
く
阿
蘇
の
山
と

一
体
と
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
存
在
は

あ
り
ま
し
た
。

矢
部
郷
、
男
成
神
社
は
、
阿
蘇
家

が
浜
の
館
に
居
を
構
え
て
い
た
時

代
、
成
人
の
儀
式
を
執
り
行

っ
て

い
た
場
所
で
あ
り
ま
す
。
今
は
、
杉

の
若
木
が
鬱
そ
う
と
茂
り
、
益
々

昼
な
お
暗
く
、
周
囲
を
見
回
す
こ

と
は
困
難
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

そ
の
位
置
は
、
矢
部
か
ら
清
和

ヘ

至
る
国
道
の
左
手
高
台
、
男
成
神

社
か
ら
は
、
眼
下
に
阿
蘇
の
山
々

を
望
む
、
阿
蘇
の
山
と

一
体
と
な

き

っ
と
そ
れ

忽
然
と
迎
え
る
村
山
祖
母
神
社

ヘ

と
下
り
、
も
う
一
方
は
、
高
森
阿
蘇

神
社

へ
至

っ
た
の
で
あ
り
ま
し
よ

う
。
神
社
と
は
、
人
々
が
集
う
目

印
の
場
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

私
達
の
故
郷
は
、
古
代
か
ら
中

世
に
い
た
り
、
火
を
噴
く
信
仰
の

山
、
阿
蘇
山
の
登
山
口
と
し
て
、

そ
の
存
在
を
示
し
ま
し
た
。
中
世

の
頃
、
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
色
見

・

阿
蘇
家
の
館
。
或
い
は
山
上
を
目

指
し
た
、
阿
蘇
家
大
宮
司
家

一
行

の
宿
は
存
在
し
た
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
地
を
基
点
と
し
て
、
そ

の
後
に
続
く
、
真
言
密
教
徒
に
よ

る
修
験
場
と
し
て
、
多
く
の
僧
が

本
町
の
山
河
を
駆
け
め
ぐ

っ
た
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
な
ご
り
と
し
て
、
上
色
見

大
村
に
は
、
「寺
う
ど
」
の
地
名
が

残
り
、
敷
石
が
確
認
で
き
ま
す
。

そ
の
周
辺
は
大
村
古
墳
と
し
て
、

大
規
模
な
溝
を
め
ぐ
ら
し
た
周
濠

墓
が
あ
り
ま
す
。
古
来
よ
り
の
水

源
と
、
草
部
・
野
尻
地
区
か
ら
の
、

古
道
の
要
衝
と
し
て
、
縄
文
土
器

も
出
土
す
る
住
居
跡
が
散
在
し
て

い
ま
す
。
最
近
ま
で
、
水
害
等
で

流
失
し
た
で
あ
ろ
う
石
灯
籠
を
、

河
川
土
手
で
見
か
け
て
い
ま
し
た
。

高
森
温
泉
館
の
小
字
地
名
は
、

「慶
恩
」
で
あ
り
ま
す
。
慶
恩
と
は
、

何
時
の
時
代
の
僧
名
で
あ

っ
た
の

か
、
全
く
そ
の
手
が
か
り
と
て
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
こ
の
地
に
留
ま
り
、
当
時
の

僧
は
そ
う

で
あ

っ
た
の
で
し
ょ

う
、
多
く
の
知
識
を
授
け
、
薬
草

を
煎
じ
施
す
。
村
人
に
と

つ
て
彼

は
救
済
者
と
映
り
、
慕
う
人
々
に

よ

っ
て
、
後
世

「慶
恩
」
の
名
を

頂
い
た
の
で
あ
り
ま
し
よ
う
。

今
は
形
を
留
め
る
だ
け
に
な

っ

た
、
旧
高
森
農
協
上
色
見
支
所
。

そ
こ
に
は
国
道
拡
張
工
事
に
よ
っ

て
、
三
度
内
部
を
真

っ
赤
な

「
ベ

ン
ガ
ラ
」
で
塗
ら
れ
た
、
箱
式
石

棺
が
出
上
し
て
い
ま
す
。
六
世
紀

初
頭
の
円
墳
で
あ
り
ま
す
が
、
副

葬
品
と
し
て
、
頭
部
の
左
方
に
、

約
五
十
セ
ン
チ
の
鉄
製
剣
が
埋
葬

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
僧

・
慶
恩
の

お
墓
で
あ
る
と
、
時
代
誤
差
は
あ

る
も
の
の
、
土
地
の
古
老
は
信
じ

て
い
ま
す
ｃ

色
見
に
あ

っ
て
、
当
時
の
日
本

社
会
が
そ
う
で
あ

つ
た
よ
う
に
、

祈
祷
こ
そ
、
国
家
の
命
運
を
は
か

る
ほ
ど
そ
れ
は
重
要
な
職
権
で
あ

り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
阿
蘇
火
口

の
動
向
は
、
噴
火
爆
発
こ
そ
が
、

阿
蘇
家
の
地
位
を
ゆ
る
ぎ
な
き
も

の
に
し
て
い
き
ま
し
た
。
真
言
密

教
徒
は
、
阿
蘇
火
回
の
異
変
に
、

修
行
に
よ
っ
て
民
の
苦
し
み
を
解

く
と
し
て
、
山
河
を
駆
け
め
ぐ

っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

車
社
会
は
、
時
と
し
て
そ
の
距

離
感
を
無
く
し
て
し
ま

い
ま
す
。

上
色
見
熊
野
権
現
が
、
幾
段
も
の

石
段
を
汗
ば
む
よ
う

に
し
て
上

り
、
大
風
穴
を
背
景
と
し
て
鎮
座

さ
れ
る
に
対
し
、
色
見
熊
野
権
現

は
、
あ
ま
り
に
も
容
易
に
、
今
は

門
前
ま
で
車
で
行
け
る
の
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
そ
れ
は
橋
が
架
か

り
、
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
な
し

え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

色
見
の
中
心
部
を
流
れ
る
水
無

川
は
、
時
と
し
て
牙
を
む
い
た
白

竜
の
如
き
姿
を
み
せ
ま
す
。
村
の

中
心
部
を
流
れ
る
に
は
あ
ま
り
に

も
深
く
、
そ
し
て
荒
々
し
き
岩
盤

を
越
え
、
人
々
は
こ
の
お
官
に
お

参
り
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
色
見
熊
野
権
現
下
手
に
、

誰
が

・
何
時

・
何
の
目
的
で
掘

っ

た
の
か
、
明
治
期
に
書
か
れ
た
、

色
見
村
史
に
出
て
く
る
洞
窟
が
、

延
々
と
続
く
の
で
あ
り
ま
す
。

高森高校公開授業

地域の達人から技を学ぶ
高森高校で公開授業が行われました。

これは11月 1日 の「 くまもと教育の日」に合わせ、

地域住民に授業を公開し、学校、家庭、地域社会が

一体となってお互いの教育力を高めようと行われたも

ので、1・ 2年生が竹を使ったかごづくり、タオルを使っ

た小物づくり、旬の食材を使った郷土料理づくりに挑

戦。地域の達人から技を学んでいました。

■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

ら

立
日

あ
り
ま
す
。

。
矢
部
よ
り

お
池
様

へ
詣

は
、
大
杉
が

て

、

秋季全国火災予防運動

防火パレードで火の用心 !

11月 9日 から15日 までは「秋季全国火災予防運

動」。初 日のこの日は防火パレー ドが行われ、大字

高森地内の各分団 (4・ 5・ 6・ 7分団、機動部)幹
部 と高森幼稚園幼年消防隊が中心市街地一帯をパ

レー ド。幼年消防隊が「火遊びはしません」と元気

な声で防火を誓い、火の用心を訴えていました。

また、13日 には非常呼集訓練 も行われ、防火技能

の習得にも努めました。

第15回 大阿蘇絵画展

力量のある作品が勢揃い
11月 9日 から13日 まで林業総合センターで大阿蘇

絵画展が開催されました。

今年 も九州各地から153点の出品があり、入賞15

点、入選66点が期間中展示されました。

なお、特選 1席 には遠坂昇さん (南阿蘇村)の「峠

の道 (栃木)」 、特選 2席には上田龍子さん (玉名市)
ひ ま わ り

の「向日葵」が選ばれ、本町関係では武田幸之助

さん (高森・昭和)の「初夏」が入賞しました。
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梅香苑秋祭り

職員が介護劇を熱演
特別養護老人ホーム梅香苑で「秋祭 り」が開催さ

れました。

これは、お年寄 りと地域や家族 との交流を目的

に毎年行われているもので、焼きそばなどのバザー ●

コーナーや金魚す くいなどのちびっ子コーナーの

ほか、今年は職員による介護劇「生きるこつはやお

いかん」も行われ、迫真の演技に参加者は真剣に見

●   ●

●

入っていました。

高
森
町
伝
統
芸
能
連
絡
協
議
会
会
長
　

十
↑
　

田

　

市＝

　

一

シ

の
山
々
を
、
そ
　
　
高
千
穂
か

い
ま
す
。
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lr/onthly Flash News

肥

後

狂

句

師
　
走

　

（阿
蘇
御
神
火
会
）

属
時
の
布
人
曜
議

を
行
っ
で
輛
ま
す

最近、本人が知らない間に住所の異動届が

されるなど虚偽の届出事件が各地で発生して

います。

第三者のなりすましによる転入届、転出届

等を防止するため、全国的な取り組みとして

住民異動届を提出される方について、身分証

明書の提示による本人確認を実施しています。

町では、既に行っている戸籍の届出時の本

人確認に加えて、住民異動届の届出時におい

ても身分証明書などの提示をお願いしていま

す。皆さんのご協力をお願いします。

○対象となる届出

転入届、転出届、転居届、世帯変更届など、

すべての住民異動届

○本人確認の対象者

窓口に届出書を持ってこられた方 (代理人、

使者として来られた方も対象になります)

○本人確認の書類
。運転免許証、パスポート、住基カードな

a顔 写真付きの官公庁発行の証明書
。その他町長が適当と認める書類 (健康

保険証、年金証書、身障手帳など)

※本人確認ができなかった場合でも住民異動届は受
け付けますが、異動した本人または1性帯全員の異
動は世帯 11に 対し届出を受理した旨の受理通知
書 (お知らせ)を後「1送付します.

■お問い合わせ先

住民生活課戸籍住民係

■L62¨ 1111(内線 133)

1日から

10月

史芸

第5回高森町少年柔道大会

南阿蘇少年柔道クラブ優勝

高森保育園親子給食試食会

会話を楽しみながら給食を
高森保育園で親子給食試食会が開かれました。

これは、日頃子どもたちが保育園でどんな給食を食

べているのかを家族の方に知ってもらおうと毎年行わ

れているもので、お父さんお母さんが来るとあって園児

たちは大はしゃぎ。「れんこんのはさみ揚1月 「ほうれ

ん草としらすのごま和え」「うずら卵のスープ」「りんご」

と栄養バランスのとれた給食を、親子で楽しく会話し

ながらおいしそうに食べていました。

協会長旗ナイターソフトボール大会

上町カーニバルズが制す
10月 21日 から31日 まで、山村広場で「協会長旗ナ

イターソフトボール大会」が開催されました。

結果は次のとお りです。

優    勝 上町カーニバルズ

準  優  勝 南 球

第  3 位 SHOWAデ イズニーズ

敢  闘 賞 S・ 55

最優秀選手賞 篠田和行 (上 町カーニバルズ)

優 秀 選 手 賞 古澤みさ子 (南球 )

POETRY PAGE

回
り
　
境
教
え
に
行
か
す
山

作
戦
　
俺
も

一
と
役
買
わ
さ
れ
た

継
　
ま
ァ
方
言
の
懐
か
し
さ

室
　
育
て
た
弟
子
の
握
る
メ
ス

ぱ
変
人
　
今
年
も
行
か
す
九
段
坂

に
　
女
将
の
粋
な
領
収
書

え
　
び

回
り
　
ま
た
見
送

っ
た
ト
ロ
と
海
老

継
　
現
場
は
野
次
の
人
だ
か
り

室
　
さ
す
が
の
ボ
ス
も
お
と
な
し
か

や
っ
ぱ
変
人
　
参
拝
で
首
絞
め
よ
ら
す

ひ
と
回
り
　
ま
た
要
ら
ん
物
ン
買
い
よ
ら
す

手
術
室
　
も
う
駄
目
ば
い
て
聞
こ
え
と
る

刺
客
作
戦
　
政
治
倫
理
も
何
ン
の
そ
の

生
中
継
　
花
火
日
和
で
あ

っ
て
く
れ

`寸

´

術
生 ひ 適 や
中 と 当 つ

●   ● 高森中学校体育館で「第 5回高森町少年柔道大

会」が開催されました。

大会には29チ ームが参加。南阿蘇少年柔道クラ

ブが見事団体戦優勝を飾 りました。

《南阿蘇少年柔道クラブ団体戦メンバー》

津留恒星、興椙隼潤、立山宗一郎、古澤慎吾、津

留将太郎、本田雄大

《南阿蘇少年柔道クラブ個人戦3人抜き選手》

桐原航太、三森結、津留恒星

田
上
黙
公
子

渡
辺
　
雲
海

松
山
キ
ヨ
子

林
　
　
不
忘

馬
原
　
馬
笑

岡
本
　
琴
司

森
川
そ
よ
子

佐
藤
　
重
信

佐
楢
見
乱
坊

桐
原
　
白
酔

後
藤
　
愛
子

佐
藤
多
可
雄

後
藤
　
信
子

浦
塚
　
南
天

秋
立
つ
と
心
に
肌
に
凍
み
し
朝

さ
わ
さ
わ
と
ゆ
れ
て
新
藁
は
こ
ば
る
る

虫
め
が
ね
手
に
辞
書
を
繰
る
秋
灯

柿
た
わ
わ
陶
工
の
里
に
ぎ
は
へ
り

学
童
と
挨
拶
交
し
落
葉
掃
く

炉
開
き
を
明
日
に
決
め
し
旅
戻
り

日
曜
の
園
庭
小
鳥
来
て
あ
そ
ぶ

土
産
に
と
孫
の
集
め
し
柿
落
葉

秋
冷
の

一
気
に
く
る
も
阿
蘇
住
ま
い

く
つ
ろ
げ
ば
犬
も
く
つ
ろ
ぐ
秋
日
和

●   ●

瀬
田
博

第22回 阿蘇郡市学童駅伝大会

高森中央小学校が二連覇
阿蘇市農村公園あぴか周辺で「第 22回阿蘇郡市

学童駅伝大会」が行われました。

大会には 33チ ームが参加。立山くんと松尾 くん

が区問賞を獲得するなどして高森中央小学校 Aが

見事優勝、二連覇を果たしました。

また、高森東 ドリームズも6位に入賞しました。

《高森中央小学校Aメンバー》

立山宗一郎、相馬港太、城井大滉、住吉奈津美、

松尾基樹、今村美寿瑞、工藤敬大

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

桐
原
　
寿
子

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
ル
リ
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

青
木
千
賀
子
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（高
森
菜
の
花
句
会
）
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平
成
１７
年
に
新
た
に
消
費
税
課
税

事
業
者
（個
人
事
業
者
）と
な
っ
た
方
ヘ

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止
運
動
¨

○
目
　
的

本
運
動
は
、
例
年
、
年
末
年
始
に
交
通
事
故
が
多
発

す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
く
県
民
に
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
に
よ

り
、
交
通
安
全
思
想
の
普
及

・
浸
透
を
図
り
、
県
民
が
自

ら
進
ん
で
交
通
安
全
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
交
通
事
故
防

上
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

○
期
　
間

１２
月
２１
日

（水
）
か
ら

１
月
３
日

（火
）
ま
で
の
１４
日
間

○
統

一
ス
ロ
ー
ガ
ン

『高
齢
者
　
あ
な
た
の
マ
ナ
ー
で

防
ぐ
事
故
』

○
運
動
の
重
点
目
標

１
．
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２
．
飲
酒
運
転
等
悪
質

・
危
険

な
運
転
行
為
の
追
放

３
．
ラ
イ
ト
の
早
め
点
灯
と
反

射
材
の
活
用

平
成
１７
年
度
第
３
回
危
険
物

取
扱
者
試
験
の
ご
案
内

消
防
法
第
１３
条
の
５
第
１
項
の
規
程
に
基
づ
き
熊
本
県

知
事
の
委
任
に
係
る
平
成
１７
年
度
第
３
回
危
険
物
取
扱
者

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

○
日
　
時
　
平
成
１８
年
２
月
１９
日
（日
）

○
試
験
地
　
熊
本
市

○
試
験
の
種
類

乙
種
第
４
類
危
険
物
取
扱
者
試
験

○
受
験
願
書
の
請
求
先

。
（財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

。
最
寄
り
の
消
防
本
部

○
受
験
願
書
の
提
出
先

（財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

ｈ
０
９
６
‐
３
６
４
‐
７
６
１
０

〒

８

６

２

‐
０

９

７

６

熊
本
市
九
品
寺
１
丁
目
１１
番
４
号

（熊
本
県
教
育
会
館
内
）

○
受
付
期
間

平
成
１８
年
１
月
１０
日

（火
）
～

１
月
１２
日

（木
）

圏
お
問
い
合
わ
せ
先

（財
）
消
防
試
験
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

４

１

５

０

０

５

ＴＥＬ

０

９

６

‐

３

６

４

‐

７

６

１

０

消
費
税
の
簡
易
課
税
制
度
を
選
択
す
る
た
め
に
は
、
平

成
１７
年
１２
月
３１
日
ま
で
に
「簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」

を
税
務
署
に
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
簡
易
課
税
制
度
は
、
前
々
年
の
課
税
売
上
高
が
５
，０
０
０

万
円
以
下
の
方
が
選
択
で
き
ま
す
。

※
平
成
１８
年
か
ら
課
税
事
業
者
と
な
ら
れ
る
方
に
つ
い
て

も

「簡
易
課
税
制
度
選
択
届
出
書
」
の
提
出
期
限
は
、

平
成
１７
年
１２
月
３１
日

と
な

っ
て
い
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ

さ

い
。

消
費
税
の
こ
と
で
、

お
尋
ね
に
な
り
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
阿
蘇
税

務
署
個
人
課
税
部
門
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鶴
お
問
い
合
わ
せ
先

阿
蘇
税
務
署
個
人
課
税
部
門

ＴＥＬ

０

９

６

７

‐

２

２

‐

０

５

５

３

阿蘇郡市学童陸上競技記録会

優勝旗4本を奪取僻
■
み
な
さ
ん
の
ま
わ
り
の
身
近
な
話
題
や
で
き
ご
と
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
企
画
財
政
課
企
画
係
　
□
６
２
‐
１
１
１
１
　
□
６
２
‐
１
１
７
４

●   ●

●   ●

阿蘇市農村公園あぴかで「阿蘇郡市学童陸上競技

記録会」が開催され、本町からも高森中央小学校と

高森東小学校からたくさんの選手が出場 しました。

結果は次のとおりです。 (優勝のみ掲載)

■高森中央小学校

6年男子400mリ レー

(工藤敬大、小林堅太、宇藤直喜、立山宗一郎)

6年女子400mリ レー

(住吉奈津美、井上麻衣、矢野彩華、住吉祐美)

4年男子400mリ レー

(秋 山大誌、緒方零斗、山田脩人、相馬港太)

6年男子200m/宇藤直喜

6年男子800m/立山宗一郎

■高森東小学校

男女混合400mリ レー

(西田奈央、大内田奉穣、幸野美咲、安藤龍哉)

6年男子ソフトボール投げ/安藤龍哉

5年女子800m/白 石有沙

5年女子走 り高跳び/西田奈央

ハ
′ヽ

●
阿蘇郡市中体連駅伝競走大会

男女とも大健闘
山村広場周辺で「阿蘇郡市中体連駅伝競争大会」

が開催され、高森中学校と高森東中学校が出場しま

した。なお、優勝は男女とも小国中学校でした。

結果は次のとおりです。(10位以内掲載、○は学年)

隕男子3位

は男子9位

E女子3位

■女子4位
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高森中学校A
(宇藤康大③、三森隆寛③、阿南良
樹①、中山大輔②、後藤太②、山
村隆博①)

高森東中学校A
(森隆志③、二子石諒太③、下田優
生③、二子石悠平②、後藤成幸③、

本田陽亮①)

高森東中学校A
(後藤怜美③、野尻亜梨紗②、甲斐
里穂③、真井加奈子③、伊藤聖香
①)

高森中学校A
(杉田知栄子②、岩下美樹③、高木智
可①、東可南子①、谷川あずみ①)

知
つ
て
お
き
た
い
　
Ｌ
ト

税
一
情

報
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ｏ
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国民年金 だより

■

一
■

社 会拿′3)な

鰤颯年末調整や確定申告する際に社会保険料控除として申告する場合には「社

会保険料 (国民年金保険料)控除証明書」または領収証書の添付や提示が義

務付けられました。

国民年金保険料は、納付 した全額が所得税・市町村民税等の社会保険

料控除の対象となります。

平成16年分までの年末調整や確定申告の手続きでは、納付 した保険料を証明する書類の添付

要ありませんでしたが、所得税法等の一部が改正され、平成17年分の所得の申告から、国民年金保険

料を社会保険料控除として申告する場合に、 1年間に納付 した国民年金保険料の納付を証明する書類

の添付等が義務付けられました。

このため、生命保険会社等から送付 される控除証明書と同様に、国民年金保険料の納付額を証明す

る「社会保険料 (国民年金保険料)控除証明書 (はがき)」 が、社会保険庁から毎年 11月 上旬に送付 され

ることとなりました。証明内容は、その年の 1月 から9月 末日までに納付された国民年金保険料額と、

年内に納付が見込まれる場合の納付見込額です。年の途中から国民年金に加入 した場合など、その年

の10月 以降に初めて保険料を納付 した方については、翌年 2月 初旬に同様の証明書が送付されます。

年末調整または確定申告等の手続 きの際は必ずこの証明書や領収証書が必要となりますので、申告

を行うまで大切に保管 して ください。

は必

平成17年 10月から、年金を請求される方の利便性の向上と裁定請求漏れを防ぐため、これから老齢基

礎年金及び老齢厚生年金の受給年齢を迎えられる方に、社会保険庁が管理している年金加入記録等をあら

かじめ印字した年金の「裁定請求書」や「年金に関するお知らせ (はがき)」 を送付することとなりました。

「裁定請求書」または「年金に関するお知らせ (はがき)」 を送付する対象となる方は、国

民年金、厚生年金保険及び船員保険の加入期間がある方 (共済組合等の加入記録のみの方

は除きます)です。

送 付

対象者

● 60歳になる3か月前のとき
。60歳から特別支給の老齢厚生年金受給権が発生する方 (厚生年金の期間が 1年以上ある方 )

には、「裁定請求書」が送付されます。

・65歳から老齢基礎・老齢厚生年金の受給権が発生する方 (国 民年金期間のみの方、厚生年

金加入期間が 12か月未満の方等)に は、「年金に関するお知 らせ (は がき)」 が送付 されま

す。(65歳到達 3か月前になると、「裁定請求書」が送付されます)。

・社会保険庁が基礎年金番号で管理 している年金加入記録のみでは、老齢基礎年金の受給資

格 (期 間要件)が確認できない方には、「年金に関するお知 らせ (は がき)」 が送付されます。

鶉 65歳になる3か月前のとき
。65歳に老齢基礎・老齢厚生年金の受給権が発生する方には、「裁定請求書」が送付されます。

・60歳から64歳 までの間に特別支給の老齢厚生年金を受けられる権利が発生しているにもか

かわらず、未だ年金の決定がされていない方には、「裁定請求書」が送付されます。

華お問い合わせ先

保
健
師
か
ら
あ
な
た
へ
の

価輸
子
ど
も
と
の
愛
を
育
み
ま
し
ょ
う

近
年
、
高
森
町
の
年
間
出
生
数
は
５０
人
前
後

で
推
移
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
は
健
や
か
に

育
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

め
ま
ぐ
る
し
い
子
ど
も
の
成
長
・発
達

子
ど
も
の
成
長
は
著
し
く
、
体
重
は
生

後
３
ヶ
月
で
出
生
時
の
約
２
倍
、
１
年
で

約
３
倍
に
な
り
ま
す
。
身
長
は
１
年
で
約

１
・
５
倍
と
急
速
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
体
の
成
長
と
同
様
に
脳
の
発
達
も

著
し
く
、
３
年
で
大
人
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
大

き
さ
に
な
っ
て
き
ま
す
。
生
ま
れ
て
し
ば
ら

く
は
、
「
泣
く

。飲
む

・寝
る
」
と
い
う
生
活

か
ら
、
２
ヶ
月
過
ぎ
る
と
笑
い
か
け
、
６
ヶ

月
に
は

「
い
な
い
な
い
ば
―
」
を
喜
び
、
１
歳

半
で
は
言
葉
を
話
す
よ
う
に
な
る
と
い
う

よ
う
に
す
さ
ま
じ
く
発
達
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
頃
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
安
心
感

で
す
。
泣

い
た
と
き
に
抱
き
上
げ
ら
れ
、

や
さ
し
い
顔
と
温
か
い
声
か
け
が
大
好
き

な
赤
ち
ゃ
ん
は
、
安
心
感
を
ベ
ー
ス
に
い

ろ
い
ろ
な
感
情
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。

自
分
自
身
を
好
き
だ
と
言
え
る
子
ど
も

子
ど
も
に
と
っ
て
周
囲
か
ら
認
め
ら
れ

愛
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
は
、
自
分
自

身
を
大
切
に
思
い
、
価
値
を
認
め
、
思
い
や

り
や
自
主
性
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
は
大

切
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
森
町
の
小

・
中
学
生
は
自
分
自
身
の
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
平
成
１３
年
と
１７
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
比

べ
る
と
、
「自
分
自
身
の
こ
と
を
好
き
」
と

答
え
る
子
ど
も
の
割
合
は
減
少
し
、逆
に
「嫌

い
」
と
答
え
る
子
ど
も
の
割
合
は
増
加
し
て

い
ま
す
。
自
分
自
身
を
認
め
き
れ
な
い
子
ど

も
が
増
加
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

「好
き
」
と
答
え
た
子
ど
も
は
、
「
嫌
い
」

と
答
え
た
子
ど
も
に
比
べ
、
「
親
と
よ
く
話

を
し
て
い
る
」
や

「親
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る

と
思
う
」
、
「家
族
と
の
生
活
が
楽
し
い
」
と

感
じ
て
い
る
子
ど
も
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
た
周
囲
の
大

人
の
か
か
わ
り
が
大
き
く
影
響
し
て
い
ま

す
。
そ
し
て
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
す
で
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
の
で
す
。

ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

忙
し
く
あ
わ
た
だ
し
い
子
育
期
、
つ
い
つ

い
「
・
・
。
し
な
が
ら
」
の
か
か
わ
り
が
多
く

な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ゆ
っ
く
り
し
た
気
持

ち
で
赤
ち
ゃ
ん
と
と
も
に
絵
本
と
触
れ
合
っ

●

て
み
ま
せ
ん
か
。
絵
本
に
は
豊
か
な
言
葉
が

秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
温
か
な
声
や
言
葉
、

挿
し
絵
に
よ
り
赤
ち
ゃ
ん
の
感
情
を
豊
か
に

し
て
い
ま
す
。

６
～
７
ヶ
月
児
相
談
の
場
を
利
用
し
て
、

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
母
子
保
健
推

進
員
に
よ
り
実
際
絵
本
を
読
み
聞
か
せ
、
触

れ
合

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
小

さ
い
赤
ち
ゃ
ん
の
日
と
心
に
ど
の
よ
う
に
映

っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
挿
し
絵
に
見

入
っ
た
り
、
手
を
差
し
伸
べ
た
り
、
な
め
た

り
と
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
興
味
を
示
し
て
き
ま

す
。
言
葉
豊
か
な
や
り
と
り
に
よ
り
、
自
分

の
気
持
ち
を
言
葉
に
か
え
て
表
現
す
る
力
も

育
ん
で
い
き
ま
す
。

絵
本
館

「
木

い
ち
ご

」

の
ご

紹
介

「
わ
が
子
に
ど
ん
な
絵
本
を
」
と
考
え
て

い
る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
絵
本
館

「木
い

ち
ご
」
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
絵
本
の

貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。

○
開
館
日
時

。
毎
月
第
１
・３
水
曜
日

午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時
３０
分

・
毎
月
第
２
・４
土
曜
日

午
前
１０
時
～
正
午

※
午
前
１１
時
頃
か
ら
読
み
聞
か
せ
や

紙
芝
居
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

○
場
　
所
　
　
大
字
高
森
１
６
１
０
‐
８

翻
お
問
い
合
わ
せ
先

絵
本
館

「木
い
ち
こ
」

Ｌ
６
２
‐
１
０
４
９

●

●

●

8

輩

□材料 (2人分)

ご飯300g、 ち り

めんじゃこ大 さじ

4、 サラダ油少 、々

溶けるテーズ2枚、

トマト1/′
′/2個、バ

ジル2枚

ライスホットサント(平盛琴美さんの作品)

□作り方

①ご飯にちりめんじゃこを混ぜ合わせる。

②ホットサンドメーカーにサラダ油を塗り、①を7ミ

リくらいの厚さに広げる。

③溶けるチーズ、トマト、バジルを②にのせ、残り
の① を広げる。

④5分程度焼いてできあがり。
※ツナやハム、かつお節などを入れてもおいしいよ。
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圭
日

孔為採言「裁定請求書の事前送付」が実施されています
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子育て支援事業

私
た
ち
の
学
校
は
山
の
中
に
あ
る
人
数

の
少
な
い
学
校
で
す
。
そ
し
て
、
今
年
か

ら
私
た
ち
の
学
校
と
も
う

一
つ
の
小
さ
な

学
校
が
統
合
し
ま
し
た
。

ま
ず
私
は
、
統
合
す
る
と
い
う
こ
と
に
と

て
も
抵
抗
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私

た
ち
は
も
と
も
と
人
数
が
本
当
に
少
な
く

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
十
人
も
い
な
い
く
ら
い

で
し
た
。
で
も
、
そ
れ
で
も
み
ん
な
で
協

力
し
て
き
て
す
ご
く
楽
し
く
過
ご
し
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
統
合
す
る
こ
と
で
無

く
な
っ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
不

安
な
気
持
ち
が
あ
っ
た
こ
と
が

一
つ
で
す
。

そ
し
て
、
実
際
統
合
し
て
今
、
五
ヶ
月

が
た
ち
ま
し
た
。
最
初
は
や
っ
ぱ
り
生
活

リ
ズ
ム
も
授
業
の
受
け
方
も
な
に
も
か
も

違
う
所
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
話
し
相
手
も

い
つ
も
の
メ
ン
バ
ー
で
教
室
に
も
き
ま
ず

い
空
気
が
流
れ
て
い
る
気
が
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
然
と
前
の
学
校
同
士
で
分
裂

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
風
に
な

っ
た
の

は
、
み
ん
な
の
心
の
中
に
向
こ
う
の
学
校

の
人
を
受
け
入
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ

つ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
私
の
心
の
中

に
も

「
な
ん
か
ヤ
ダ
な
ぁ
」
と
か

「
私
た

ち
と
気
が
合
わ
な
い
な
ぁ
」
と
勝
手
に
決

め
付
け
て
し
ま

っ
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
た
ち
の

学
校
は
自
分
の
学
校
の
良
さ
が
、
相
手
の

学
校
に
は
相
手
の
学
校
の
良
さ
が
あ
る
の

に
、
そ
れ
を
完
全
に
否
定
し
て
い
ま
し
た
。

自
分
の
学
校
の
こ
と
ば
か
り
押
し
付
け
て

し
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
そ
う
い

う
こ
と
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
の
は
新
し
く

で
き
た
友
だ
ち
を
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か

っ
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。

す
べ
て
は
統
合
し
た
こ
と
か
ら
じ
や

な
く
私

の
心
に
あ

っ
た
ん
だ
と
思

い
ま

す
。
私
が
み
ん
な
の
前
で
素
直
に
な

っ
て

い
か
な
い
と
み
ん
な
に
受
け
入
れ
て
も
ら

え
な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
今
で

は
、
前
に
比
べ
て
み
た
ら
す
ご
く
楽
し
い

し
、
み
ん
な
の
こ
と
も
け

っ
こ
う
分
か

っ

て
き
て
毎
日
が
充
実
し
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
み
ん
な
と
い
っ
し
ょ

に
い
て
盛
り
上
が

っ
て
す
ご
く
楽
し
い
で

す
。
で
も
ま
だ
全
然
み
ん
な
の
知
ら
な
い

こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る
し
、
私
も
全
部
み

ん
な
に
知
ち

て
も
ら
え
て
い
な
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
す
べ
て
を
知

っ
て
も
ら

つ

て
今
ま
で
以
上
に

″本
物
の
ク
ラ
ス
ク
に

な
れ
る
よ
う
に
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。
と
は
言

っ
て
も
本
当

の
信
頼
関
係
と
か
友
情
と
か
そ
の
と
き
だ

け
頑
張

っ
て
で
き
る
も
の
じ
ゃ
な
い
と
思

う
し
、
そ
う
い
う
の
は
時
間
を
か
け
て
で

き
て
い
く
も
の
だ
と
思
う
か
ら
私
た
ち
の

ク
ラ
ス
は
ま
だ
ま
だ
だ
け
ど
、
そ
の
第

一

歩
は
も
う
踏
み
出
し
て
い
る
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ
二
歩
、
三

歩
と
み
ん
な
で
本
物
の
仲
間
を
見
つ
け
る

た
め
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
統
合
し
た
最
初
の
と
き
と
今
の
気

持
ち
が
こ
ん
な
に
変
わ

っ
た
の
は
、
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

行
事
が
あ
る
ご
と
に
み
ん
な
で
笑

っ
た

り
、
注
意
し
合

っ
た
り
、
励
ま
し
合

っ
た

り
し
て
い
け
た
こ
と
が
私
を
こ
ん
な
気
持

ち
に
さ
せ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
卒
業
す
る
ま
で
に
は
、
た
く

さ
ん
ケ
ン
カ
し
た
り
、
い
っ
ぱ
い
遊
ん
だ

り
、
い
っ
し
ょ
に
勉
強
し
た
り
し
て
同
じ

と
き
を
過
ご
し
て
い
き
た
い
で
す
。

前
に
、
統
合
し
た
こ
と
を

「
イ
ヤ
ダ
」

と
少
し
で
も
思

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
申

し
訳
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
、

こ
ん
な
に
ぎ
や
か
で
自
分
に
と

つ
て
大
切

な
友
だ
ち
に
会
え
た
こ
と
を
心
か
ら
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
心
の
中
は
今
、
ど
ん
な
風
に

一
日

を
楽
し
く
過
ご
す
か
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
十

一
人
で
の
生
活
が
楽
し

み
で
す
。
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《すこやか子育てのつどい》

○日 日寺 毎月第 3木曜日 午前10時 30分～正午

○場 所 芙蓉館

○参加料 1回 200円

※協力していただけるボランティアさんを随時募集していま
‐
九

圏お問い合わせ先

高森町社会福祉協議会 ■L62-2158
《風まるキッズ》
○日 日寺 毎月第 1水曜日 10時 30分～正午

○場 所 林業総合センター

○参加料 無料

勒お問い合わせ先

保健福祉課保健推進係 ■L62… 1111ロ
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私
が
生
き
て
る
な
あ
と
思
う
と
き
は
、

み
ん
な
と
楽
し
く
し
ゃ
べ
っ
た
り
、
活
動

し
た
り
す
る
と
き
で
す
。
こ
ん
な
楽
し
い

と
き
が
ず
ら
と
続
い
た
ら
い
い
な
ぁ
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
こ
う
い
う
幸
せ
を
う
ば

っ

て
し
ま
う
の
が
戦
争
だ
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
六
月

一
日
、
二
日
長
崎

ヘ

修
学
旅
行

へ
行
き
ま
し
た
。
最
初
に
平
和

記
念
像
の
近
く
に
あ
る
ふ
ん
水

の
所
に
、

広
い
画
用
紙
く
ら
い
の
大
き
さ
の
石
ひ
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
石
ひ
に
は
、
「
の
ど
が

か
わ
い
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
水
に

は
油
の
よ
う
な
も
の
が

一
面
に
う
い
て
い

ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
水
が
ほ
し
く
て
、

今
年
の
四
月
、
私
の
学
校
は
草
部
南
部

小
学
校
と
統
合
し
て
、
新
し
い
学
校
に
生
ま

れ
変
わ
り
ま
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
の
友
だ
ち

は
九
人
か
ら
十
二
人
に
増
え
て
、
と
て
も

に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

学
校
が
統
合
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
昨

年
草
部
南
部
小
学
校
の
人
た
ち
と
は
い
ろ

い
ろ
な
行
事
で
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
だ

か
ら
、
何
度
か
話
を
し
た
り
し
て
顔
や
名

前
は
知

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
い
っ
し

ょ
の
ク
ラ
ス
に
な

っ
た
四
月
は
、
何
だ
か

き
ん
張
し
て
い
た
よ
う
思
い
ま
す
。

（は
や
く
み
ん
な
と
遊
べ
る
よ
う
に
な
り

た
い
な
）
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
私
も

み
ん
な
も
は
ず
か
し
か

っ
た
の
か
、
遠
り

ょ
し
て
あ
ま
り
話
せ
な
か
っ
た
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。
し
か
し
、
少
し
ず

つ
き
ん
張

も
ほ
ぐ
れ
て
き
て
、
自
分
か
ら
話
し
か
け

よ
う
と
し
た
り
、
「遊
び
に
行
こ
う
」
と
さ

と
う
と
う
そ
の
水
を
の
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
」
。
ふ
つ
う
は
、
油
が
う
い
た
水
は
の
ま

な
い
け
ど
、
そ
こ
に
は
も
う
そ
の
水
し
か

な
い
ほ
ど
ひ
ど
か

っ
た
ん
だ
な
あ
と
感
じ

ま
し
た
。
想
像
し
て
、
胸
が
気
持
ち
悪
く

な
り
ま
し
た
。

次
に
原
爆
落
下
中
心
地
に
行
き
ま
し
た
。

そ
こ
に
は

「黒
い
と
う
」
が
立

っ
て
い
ま

し
た
。
に
ぎ
や
か
な
町
に
、
こ
ん
な
黒
い

と
う
は
、
ち
ょ
っ
と
ち
が
う
な
ぁ
と
感
じ

ま
し
た
。
で
も
、
こ
こ
に
黒
い
と
う
が
あ

る
の
は
、
原
爆
が
落
ち
た
こ
と
を
わ
す
れ

な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か
ら
だ
と
思

い
ま
し
た
。
私
は
、
原
爆
の
下
に
い
た
人

た
ち
は
ど
ん
な
こ
と
を
思

っ
た
の
か
な
ぁ

そ
っ
た
り
す
る
人
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

統
合
し
て
半
年
た
ち
ま
し
た
が
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
少
し
ず

つ
変
わ

っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

一
つ
日
は
、
統
合
し
て
友
だ
ち
の
い
い

と
こ
ろ
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
た
こ
と
で

す
。
昨
年
の
交
流
の
と
き
に
は
、
た
く
さ

ん
し
や
べ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
（お
と
な
し

い
人
な
の
か
な
ぁ
）
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
じ
ク
ラ
ス
に
な
っ
て
み
る
と
、

い
つ
も
笑
顔
で
明
る
く
話
し
か
け
て
く
れ

る
の
で
、
（明
る
く
て
や
さ
し
い
人
だ

っ
た

ん
だ
）
と
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
学
校
の

こ
と
を
教
え
合

っ
た
り
し
て
仲
良
く
な

っ

て
い
く
う
ち
に
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
少

し
ず
つ
親
切
に
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

二
つ
目
は
、
男
子
と
女
子
の
仲
が
よ
く

な

っ
て
き
た
こ
と
で
す
。
給
食
の
時
間
に

み
ん
な
で
話
を
し
た
り
、
休
み
時
間
に
い

紹
介
し
ま
す
。

い
ま
ち
を
実
現
し
ま

と
考
え
な
が
ら
空
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ひ
害
の
大
き
さ
を
し
つ
か
り

見
よ
う
と
思
い
な
が
ら
、
原
爆
資
料
館
に

入
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
「と
け
た
ガ
ラ

ス
び
ん
」
や

「
原
爆
の
模
型
」
、
「
ひ
さ
ん

な
写
真
の
数
々
」
、
そ
し
て

「
こ
わ
れ
た
柱

時
計
」
は
、
十

一
時
三
分
を
さ
し
た
ま
ま

止
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
す
べ
て
が
原
爆
の

お
そ
ろ
し
さ
を
教
え
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
た
い
へ
ん
シ
ョ
ツ
ク
を
受
け
ま
し

た
。
修
学
旅
行
の
前
ま
で
、
学
校
で
原
爆

や
戦
争
の
こ
と
を
調
べ
て
は
い
た
け
ど
、

心
の
ど
こ
か
で
遠
い
世
界
の
で
き
ご
と
の

よ
う
に
思

っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の

よ
う
に
直
接
見
て
、
遠
い
世
界
の
で
き
ご

と
で
は
な
く
て
、
身
近
な
こ
と
な
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
実
際
に
原
爆
を
体
験
さ
れ
た

内
田
さ
ん
の
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
頭
を

釘
で
強
く
打
ち
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
痛
み

が
走
り
、
気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
友
だ

ち
は
が
れ
き
の
下
じ
き
に
な

っ
て
い
た
そ

う
で
す
。
必
死
に
助
け
よ
う
と
さ
れ
た
そ

う
で
す
が
、
そ
の
日
の
夜
友
だ
ち
は
亡
く

な

っ
て
し
ま

っ
た
と
泣
き
そ
う
な
表
情
で

話
さ
れ
て
い
た
の
が
今
で
も
心
に
残

っ
て

い
ま
す
。
私
の
友
だ
ち
が
目
の
前
で
亡
く

っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。
ド
ツ
ジ
ボ

ー
ル
を
し
て
い
る
男
子
に
、
女
子
が
、
「
入

れ
て
よ
」
と
言
う
と
、
気
持
ち
よ
く

「う

ん
、
い
い
よ
」
と
入
れ
て
く
れ
ま
す
。
（十
二

人
み
ん
な
が
、
仲
良
く
な
れ
て
良
か
っ
た

な
あ
）
と
思
い
ま
す
。

仲
良
し
な
私
の
ク
ラ
ス
に
も
、
悪
い
面

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
友
だ
ち
に
対
す

る
言
葉
づ
か
い
や
態
度
で
す
。
友
だ
ち
が

か
ん
ち
が
い
や
失
敗
を
す
る
と
、
「
バ
カ

じ
ゃ
ん
」
と
言

っ
て
か
ら
か
つ
た
り
、
ち

ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
口
げ
ん
か
に
な

っ

て
、
「
キ
モ
ー
イ
」
と
言

っ
て
、
相
手
に

そ
れ
以
上
言
わ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
り
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、
お

た
が
い
に
い
や
な
気
持
ち
が
し
ま
す
。

ま
た
、
友
だ
ち
の
マ
ネ
を
し
た
り
し
て
、

人
を
傷

つ
け
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
何
回
か
マ
ネ
を
さ
れ
て
い
や
な
思

い
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と

き
は
、
何
も
言
い
返
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（学
校
に
行
き
た
く
な
い
な
あ
）
（学
校
に

行

っ
て
も
楽
し
く
な
い
な
あ
）
と
思

っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
友
だ
ち

が
、
「気
に
せ
ん
方
が
い
い
よ
」
と
言

っ
て
、

は
げ
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。
（は
げ
ま
し

て
く
れ
る
友
だ
ち
が
い
る
か
ら
、
私
も
が

ん
ば
ろ
う
）
と
思
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
か
げ
で
、
「
あ
の
子
意
地
悪

よ
ね
」
と
か
、
「
あ
の
子
こ
の
ご
ろ
太

っ

た
よ
ね
」
な
ど
と
、
こ
そ
こ
そ
話
を
し
て

い
る
人
が
い
ま
し
た
。
（そ
ん
な
こ
と
言

な
る
な
ん
て
、
し
ん
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。
き

っ

と
内
田
さ
ん
も
そ
ん
な
気
持
ち
だ

っ
た
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
私
た
ち
は
み
ん
な
で

「青
い
空

は
」
と
い
う
平
和
の
歌
を
歌

い
ま
し
た
。

そ
の
日
の
天
気
は
晴
れ
て
い
て
、
「
原
爆

の
落
ち
た
八
月
九
日
の
あ
の
日
も
こ
ん
な

天
気
だ

っ
た
の
か
な
ぁ
」
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
戦
争
は
、
三
度
と
し
て
は
い
け

な
い
と
強
く
思

っ
た
の
と
同
時
に
平
和
な

世
の
中
が
続

い
て
ほ
し
い
と
願

い
ま
し

た
。修

学
旅
行
か
ら
帰

っ
て
き
て
、
私
は
家

族
の
顔
を
見
て
、
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
ご
飯
を
食
べ

な
が
ら
、
戦
争
の
こ
と
や
、
命
の
大
切
さ
、

平
和
に
つ
い
て
、
ほ
か
に
も
ホ
テ
ル
の
夜

の
こ
と
、
お
み
や
げ
の
こ
と
、
行

っ
た
先
々

の
こ
と
、
私
は

一
人
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
と
き
家
族
は
笑
顔
で
聞
い
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
私
は
、
家
族

と
い
っ
し
ょ
に
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
し
ゃ

べ
っ
た
り
、
友
だ
ち
と
遊
ん
だ
り
、
ペ
ッ

ト
の
お
世
話
が
で
き
る
こ
と
こ
そ
、
平
和

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
平
和
を
大
切
に
す
る
思

い
を
持

っ
て
、
生
き
て
い
き
た
い
で
す
。

わ
な
い
方
が
い
い
の
に
）
と
思
い
ま
し
た

が
、
そ
の
と
き
も
何
も
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
言

っ
た
ほ
う
が
い
い
と
は
分
か

っ
て

い
る
け
ど
、
な
か
な
か
言
え
な
い
の
で
気

持
ち
が
す
っ
き
り
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
と
き
、
ク
ラ
ス
が
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

の
こ
と
で
も
め
て
、
み
ん
な
で
話
し
合
い
を

し
ま
し
た
。
先
生
は
、
も
め
た
人
た
ち
の

気
持
ち
を
聞
い
た
り
、
原
因
を
確
か
め
た
り

し
ま
し
た
。
私
は
、
も
め
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
て
い
た
の
に
、
何
も
言
わ
な
か

っ
た
自

分
に
す
ご
く
腹
が
立
ち
ま
し
た
。
（こ
の
ま

ま
だ
と
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
が
い
や
な
思

い
を
す
る
だ
け
だ
）
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
み
ん
な
が
い
や
な
思
い
を
せ
ず

に
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
ク
ラ
ス
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
私
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

ま
ず
、
か
ら
か
わ
れ
た
り
、
い
や
な
思
い

を
し
て
い
る
友
だ
ち
が
い
た
ら
、
「
い
つ
し

ょ
に
遊
ぼ
う
よ
」
と
声
を
か
け
た
い
で
す
。

私
が
友
だ
ち
か
ら
は
げ
ま
し
て
も
ら
つ
た

よ
う
に
、
は
げ
ま
し
て
あ
げ
た
い
で
す
。

ま
た
、
口
げ
ん
か
を
し
た
り
、
悪
口
を

言
わ
れ
た
り
し
た
友
だ
ち
が
い
た
ら
、
自

分
か
ら
勇
気
を
出
し
て
、
「自
分
が
さ
れ
た

ら
い
や
で
し
ょ
」
「
そ
ん
な
こ
と
や
め
た
方

が
い
い
よ
」
と
や
さ
し
く
声
を
か
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

も

っ
と
も

っ
と
み
ん
な
の
心
が

一
つ
に

な
れ
る
よ
う
に
、
楽
し
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
い
ク
ラ
ス
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

赳 冬艤 漑

10

●   ●

●   ●

「平
和
学
習
を

●

一
一
一
通
し

て
」

1嵩森中央小学校・161年 .

1村上 |しお0さん

下ヽ _  .

文
紹
介

1l TAKAMORI TOWN-2005_12

‐
高森東小学校 5年
口上1花香さん

礎姜1 ・■担

il鮨
|■澪

躍飩
隧

「私
の
ク
ラ
ス
」


